
県鳥(イヌワシ)保護調査報告書



刊行にあたって

　私達のすむ郷土は，全国的にみても自然の豊かなところです。とりわけ白山

は，動植物の豊庫としてよく知られています。その白山にすむ留鳥の中で，最

も大きく力強いのがイヌワシです。

　昭和40年に躍進する石川のシンボルとして県鳥に制定されて以来,何度か話

題に取り上げられ，県民の皆様に親しまれてきました。しかしながら全国的に

も数が少なく，国の天然記念物や特殊鳥類に指定され保護されている鳥であり

ながら，その生息の実態は長い間ほとんど知られていませんでした。この鳥の

県内での分布や数，行動圏の大きさ,繁殖習性などを調べ，その実態を明らか

にして保護に役立てるため,県では昭和52年度より県鳥保護調査事業として取

り組んできました。営巣期が積雪の多い冬期に始まり，生息場所への人間の立

ち入りに極めて敏感なイヌワシですから，調査は困難を極めましたが，多くの

方々の協力を得ることができ，ここに報告書としてとりまとめることができま

した。幸い，県内には白山を中心とする山地に広く分布していることがわかり，

毎年どこかの営巣地で雛の巣立ちが確認されています。貴重なこの鳥が，いつ

までも白山の自然の中に生き続けられるよう，今後とも見守っていかなければ

なりません。

　この報告書が，イヌワシがどのような鳥であるのかの理解を深め，その保護

に関心をもっていただく手助けになれば幸いです。

昭和60年３月

石川県知事　中　西　陽　一



は　　じ　　め　　に

　翼を広げると2 mに達するイヌワシは，生息地が急峻な山岳地帯であり，人

間活動には敏感な上，数が少ないことから，全国的にはあまり知られていない

鳥である。昭和40年５月には天然記念物に，また昭和47年６月には特殊鳥類

にそれぞれ指定され全国的に保護の対象にありながら，開発による生息適地の

減少や密猟などにより絶滅の危険性もあり，生息が危ぶまれている鳥の一つで

ある。

　石川県内では，昭和40年１月１日に県鳥に制定されたが，白山に生息するこ

とが知られていたものの，具体的な場所や数，その生活についてはほとんど知

られていなかった。そこで県では，イヌワシの県内での分布，生息環境，行動

圏の大きさ，繁殖習性，餌の種類など，この鳥の生態全般にわたる調査を開始

し，生息現況を把握することによ｡り保護に役立てることにした。

　この報告書は，昭和52年から昭和59年までの調査で判明した県内でのイヌ

ワシの生態についてまとめたものである。調査が進むにつれ，イヌワシの生息

環境が山岳地帯の急峻な地形のあるところを中心としていることがわかり，ま

た積雪の多い時期に営巣しているなどのため，予定していた調査内容には必ず

しも十分に行なえなかったものもある。また卵のふ化率や雛の巣立ち数など繁

殖率にかかわるものなど，長年の調査の積み重ねを必要とするものも多く，調

査は今後も継続して行なっていく予定である。

　なお，この報告をまとめるに際しては，県民のみなさんに，調査でわかった

イヌワシに関する多くのことがらを知っていただくことを目的とするのはもち

ろんであるが，一方で定住性が強く，人の接近に極めて神経質なこの鳥の保護

のために，記載に関しては次の点に配慮したので，不明な部分のあることをお

許しいただきたい。すなわち生息している場所の詳細な地名，特に営巣地に関

する地名，標高等は記載せず，具体的な場所がわからないようにした。

　またこの報告書は，今までに石川県白山自然保護センター研究報告第６集，

同第8集，同第10集，白山の自然誌４「イヌワシの生態」などで発表したもの

に追加，修正をしてまとめたものである。
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